
2018年度　高崎経済大学　経済学部

（本講義は、経済学部の正規の授業です。経済学部の学生と一緒に受講していただきます。）※講師や日程などは、変更となる場合があります。
どなたでも参加できます。聴講無料。

リレー講義

前　　期

　

後　　期

回 開講日 講　義　テ　ー　マ 講　　師 回 開講日 講　義　テ　ー　マ 講　　師

1 4月11日 内村鑑三『代表的日本人』にある西
郷南洲

元城山観光株式会社�
常務取締役� 松田 樹一朗 1   9月26日

モノづくり会社（化学産業）の面白さ…
内・外、老・若:　総合力発揮が鍵
-会社の仕組みを理解する

元宇部興産株式会社
専務� 合田 隆年

2 4月18日 活躍の場は無限大～少子高齢化・グ
ローバル化・ＩＴ化進展のなかで～

現アイオワ州 経済開発機構
駐日代表� 廣瀬 一郎 2 10月  3日 医薬品企業の難しさ、面白さ

（医薬品企業のビジョンと課題）
元山之内製薬株式会社
常務� 木村 　薫

3 4月25日 世界から見たクールジャパンの魅力
と東京の未来図

現株式会社ベカントグループ�
代表取締役社長�井料 敏和 3 10月10日 自分を変える挑戦により、道が拓ける

～その実践「モノづくり40年体験」事例
元日立化成株式会社
執行役� 高瀬 親史

4 5月  2日 途上国資源ナショナリズムの日本へ
の影響と地球温暖化対策

元サンメデイカル株式会社�
代表取締役社長� 金子 壽光 4 10月17日

航空業界から企業コンサルタントに転身
キャリアデザインに必要な機会活用、モティ
ベーション維持etc.

元日本航空株式会社�
オフィスワイズ代表�瀬谷 洋子

5 5月  9日 世界から見る日本の女性活躍と今後
への期待

元三越広島店
店長� 鈴木 清江 5 10月24日 商社マン、ヨーロッパでの奮闘記

元丸紅ドイツ株式会社�
副社長� 眞弓 博司

6 5月16日 世界に通用するブランド戦略の方向
性と課題

元株式会社三越 
執行役員通信販売事業本部長� 川上 博史 6 10月31日 企業買収とは何か：ブリヂストンを

参考にして
元ブリヂストン
常務� 藤村 峯一

7 5月30日 アミノ酸ビジネスから見たグローバ
ル化と日本の得意技術

元味の素株式会社�
アミノ酸関係品質管理部長�富長 健治 7 11月  7日 服作りの現場で使うCADシステム

開発物語
元東レACS株式会社
社長� 寺崎 志野

8 6月  6日 グローバル社会で活躍するために大
切なこと

元三井住友建設株式会社�
代表取締役副社長� 嶋津 洋二 8 11月14日 東京ディズニーランドの現場力

元蝶理、オリエンタルランド�
電気安全環境研究所理事�濱名　 均

9 6月13日 国際化に対する気構え～日米での企
業経験から

元Gentry International Inc.�
東京事務所所長� 渡邉 憲一 9 11月21日 日本車の欧州輸出とドイツ車の日本輸入�

～輸出と輸入は表裏一体
元三菱商事株式会社�
三菱ふそう常務� 冨田 忠道

10 6月20日 アジアの時代の主役は君たちだ
元ＩＨＩ船舶海洋事業本部�
技術部長� 東郷　 修 10 11月28日 基礎産業資源としてのアルミの海外

開発輸入について
元昭和電工株式会社�
昭和高分子執行役員� 角谷 充弘

11 6月27日 世界のエネルギー事情と日本の進路
元株式会社日立製作所電力部門
COO兼日立事業所長�山田 保夫 11 12月  5日 ＩＴ企業および中小製造業の経営に

おける現場力の価値と事例
元日本アイ・ビー・エム株式会社 理事�
日本工業大学大学院教授�山岡 　斉

12 7月  4日 トヨタ式モノづくりの歴史とパラダ
イムシフト

元トヨタ自動車株式会社�
第3営業本部　部長� 長　 和雄 12 12月12日 アミノ酸と共に歩んだ100年史―　

味の素(株)のグローバル展開より
元味の素
常務� 野村 裕晟

13 7月11日 ドイツの戦後政治と日本---ドイツ
の戦後リーダーに学ぶ

元物産キャピタル株式会社�
社長� 萩原 一夫 13 12月19日 日本のエネルギー源の主役となったLNG貯

蔵地下タンクの技術開発を振り返る
元東京電力常任監査役
� 宮本 幸始

14 7月18日 日本のヘルスケア産業について考え
てみよう

元味の素株式会社�
健康事業開発部部長�助川 英治 14   1月16日 南極・昭和基地運営の観測隊適応力

元国立極地研究所
教授� 澁谷 和雄

15 7月25日 日本企業海外進出の課題～アジアと
アメリカの比較

現ビーアイシービジネスコンサルタント
代表（2003年創業）� 戸谷 憲一 15   1月23日 日本の現場力を金融の視点から考え

る
元日本銀行、滋賀大学副学長�
滋賀大学名誉教授�小栗 誠治

○開講日時　2018年4月11日から2019年1月23日までの　水曜日　午後2時20分から午後3時50分まで
○場　　所　高崎経済大学　7号館　731番教室（入口4階）　　高崎市上並榎町1300番地
○受 講 料　無　　料
○参加方法　事前申込は不要です。当日、直接教室にお越しください。
○問合せ先　高崎経済大学事務局教育グループ教務チーム　　電話　027－344－6264（教育グループ直通）

● 前　期 ( 経済学科担当）
世界における日本の役割と若者への期待 「日本の現場力　ー先人の知恵と経験に学ぶ」

● 後　期 ( 経営学科担当）

　国際化がすすむ社会の中で生き抜くためには何が必要でしょうか。もちろん語学能力を高め
ることや、海外での経験をつむことは、国際化に対応するうえで有用でしょう。しかし、多様
な国際社会の中で自分を見失わずに生きていくためには、日本をよく知り、日本人としての気
概を大切にすることも必要なのではないでしょうか。今年度のリレー講義では、海外市場との
関わりの中で活躍してきた講師陣を招き、その豊富な経験をもとに、さまざまな視点から国際
化と関連する話題を中心とした講義をおこなっていただきます。経験豊富な講師陣の講義をつ
うじて、国際社会のなかで流されて生きてゆくのではなく、自分という軸をしっかりともち続
けるためには何が必要となるかを考えていきます。

　資源の乏しい日本が、第二次世界大戦後に高度成長を経て、経済大国になれたのは日本人の
力による処が大きいでしょう。「現場力」とは、様々な現場で日本人の創意、工夫により様々な
困難に打ち勝ってきました。本年度のリレー講義では、様々な企業の第一線で活躍してきた方々
に自らの体験と、そこから得られた事を講演いただきます。さらにこれから活躍する方へのメッ
セージを伝えてもらいます。


